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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 １．学校概要  

 

学校名     大阪府立住吉高等学校     

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ■高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒５４５－００３５ 

      大阪市阿倍野区北畠２－４－１      

  E-mail webmaster@sumiyoshi.osaka-c.ed.jp         

  Website http://www.osaka-c.ed.jp/sumiyoshi/     

  児童生徒数  男子 334 名   女子 510 名  合計 844 名 

        児童・生徒の年齢 15歳～18歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

■ 平和・人権 

■ 環境 

□ 気候変動  

■ 生物多様性 

■ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

■ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

 

１．大阪ユネスコスクールネットワークの活動 

ネットワークの一員として他のネットワーク校と協働して以下の活動をした。 

① 8月 7日(日) 熊本地震復興支援企画  

 会場：大阪府立大学 I-siteなんば 

「知ろう！学ぼう！そして自分たちができることを考えよう！熊本地震のこと」 

本校からの参加者：２年生４名 場所：大阪府立大学 I-siteなんば 

I 大阪市立清明丘小学校による熊本地震について調べたことや取り組み

の報告 

II 熊本に支援活動に行かれた方からのお話 

  坂本 雄亮さん(堺市消防局警防課主査) 

  浜辺 隆之さん(大阪市社会福祉協議会 大阪市ボランティア・市民

活動センター) 

III グループによる学び合いと学びの共有 

② 12月 22(木)～24(土) 日韓中 ESD-GAP推進国際ワークショップ 2016 

   会場：大阪府立大学 I-siteなんば 

    I準備セミ―４回（生徒 7名、教員 4名参加） 

10月 23日(日) ESDとは何？/どんな国際ワークショップにしたいか等 

11月 6日(日) ESD先輩たちの軌跡/各学校からの ESD課題ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ 

11月 27日(日)持続可能性を阻害する課題の共通性を考える/係活動 

12月 11日(日)1人ひとりが ESDのプレゼンターとしての役割を担う  

   II学校交流 12 月 22日(木) 韓国と中国から次の 3校の生徒教員来校  

会場：住吉高校  

国際ワークショップ参加生徒、伝統芸能部生徒、GLEE部生徒参加 
      韓国から、Juseong High-school（清州市）、中国から北京市中関村第一小学

校と中国人民大学付属中学校（北京市）を招いて、本校生徒と交流。 

            短い時間であったが、お互いの伝統芸能等を披露し合った。 

   III「グローバル・シチズンシップ教育」講演 会場：住吉高校 

      講師：韓国国際理解教育協会副代表 ユ・チュル氏 

      生徒 5名、教員 6名参加 

IV ＥＳＤワークショップ 12月 23日(金)～24日(土)  

会場：大阪府立大学 I-siteなんば 

参加校：韓国中国の 3校と大阪ユネスコスクール加盟校のうち小中高校の

16校、 

住吉高校からは 7名（うち 1名はホームステイも受け入れ） 

 

２．住吉高校の活動 

【A.総合的な学習の時間を活用】 

１年国際文化科 160 人の生徒が 1 年間を通して自分と社会を見つめ自分なりの

テーマで課題研究を行い、10分間のプレゼンにまとめた。 

☆プレゼンテーマ例 

・伏見稲荷と日本文化について ・日本刀について 

・オリンピックのボランティアについて  ・若者のメイクについて等 
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☆1年「総合」で実施した講演等 

   (1) ｢平和への一歩～ウガンダの元子ども兵から教わったこと｣ 

      6月 6日(月)５限 テラ・ルネッサンス 栗田 佳紀さん 

   (2)「『英語好き』では終わらせない――英語学習で高める共感力」 

      6月 13日(月)５限 大阪市立大学 野田 三貴先生(住吉高校ＯＢ) 

   (3)「私たちの見たカンボジア」 

6月 20日(月)５限 チームカンボジア(住吉高校 3年生 7名) 

   (4)「わたしから始める・世界が変わる」 

      6月 27日(月)５限 日本国際飢餓対策機構 吉田 知基さん 

   (5)「海外進学の選択肢と自己主張」 

      9月 5日(月)５限 卒業生(67 期) 久次米 涼太くん 

   (6)「外交とコミュニケーション」（国際文化科と総合科学科対象） 

      12月 6日(月)７限 外務省国際協力局気候変動課 石垣 友明氏 

【B.海外スタディツアーの実施】 

 ①7月 21日(木)～8月 1日(月)オーストラリア研修 生徒 25名、付添教員 2名 

   ホームステイをしながら、語学だけでなく、アボリジニ―の文化など現地

の文化や、オーストラリア固有の動植物などの自然について学びんだ。成

果を学園祭でポスター発表した。 

 ②7月 24日(日)～8月 2日(火) シアトル研修 生徒 30名、付添教員 2名 

   現地大学の寮に滞在して、語学を中心に、現地の文化や自然などを学んだ。

成果を学園祭でポスター発表した。 

 ③11月 29日(火)～12月 2日(金) 台湾スタディツアー 2年生 280人参加 

   姉妹校である台北市立中山女子高級中学との交流を通して、台湾の文化や

歴史、自然、地理などを学んだ。 

 ④3月 14日(火)～31日(金) カリフォルニア研修 生徒 8名参加 

   ホームステイを引き受けた生徒たちが、カリフォルニアの生徒たちの家庭

と学校を訪問し、交流をした。成果を秋の学園祭でポスター発表し、共有

する予定である。 

⑤3月 22日(水)～29日(水) アジア(ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ・ﾍﾞﾄﾅﾑ)フィールドスタディ  

参加者 16名 付添教員 3名 

  現地ＮＧＯ(イエズス会サービス、KnK 若者の家、Homeland 等)とツーズー

病院を訪問し、子供達や現地スタッフ、学生との交流を通して、平和、貧

困、児童労働、トラフィキング等を学んだ。成果を｢総合｣の時間や他校な

どで発表し、秋の学園祭でもポスター発表する予定である。 

 ⑥3月 19日(日)～4月 2日(日) ケンブリッジ研修 生徒 3名 付添教員 1名 

   ホームステイをしながら、語学だけでなく、英語を通して様々なことを学

び、またイギリスの文化や習慣などを体験した。成果をパワーポイントで

発表し、また、秋の学園祭でポスター発表をする予定である。 

 ⑦3月 24日(金)～4月 2日(日) ニューヨーク研修 生徒 2名参加 

   交流校であるセント・アンズ高校へ 2 名が訪問して、6月に住吉を訪問した

生徒達と再会し、国際理解と友情を深めた。成果を秋の学園祭でポスター

発表する予定である。 
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【C.各種国際交流活動】 

 ①様々な国籍の長期留学生(3 週間～10 カ月）をのべ 12 人受け入れ、日常的に

国際交流、国際理解ができる環境をつくった。留学生の国籍(ドイツ、オー

ストラリア、台湾、フランス、タイ、フィンランド、アメリカ等） 

 ②6 月 7 日(火)～23 日(木) カリフォルニア州エルクグローブ地区高校生 8 名

ホームホームステイで受け入れ、学校生活や日本文化を紹介した。 

 ③6月 22日(水)～26日(日) ニューヨーク、セント・アンズ高校から生徒 9名 

    ホームホームステイで受け入れながら、クラスメイトとして、異文化交

流をした。 

 ④6 月 24 日(金)～26 日(日)日本語を学習している訪日研修生を 10 か国から 30

名、ホームステイで受け入れ、クラス交流及び、大阪オリエンテーリン

グで、大阪の文化や日本の文化を紹介して、お互いの文化を学び合った。 

⑤9月 9日(金)、10日(土)  学園祭 

・韓国朝鮮の伝統文化(KCS)、中国の伝統文化(CCS[Chinese Culture 

Studies])を発表した。 

・アジア(カンボジア)フィールドスタディツアーチーム(16名) 前回のカ

ンボジアチームと協力して、募金活動と物品販売。 96,539 円集まり、

研修先の NGO等に寄付した。 

 ⑥10月 22日(土）留学生との交流会 希望生徒 

    大阪府下の高校に留学生として来日している高校生とゲームや意見交換

をして文化交流をした。 

 ⑦2月 3日(金)国際科学発表会 

    招待校：台北市立中山女子高級中学ほか大阪府内の高校 2校 

    生物の多様性や環境などをテーマにして、研究発表及び意見交換をした。 

 ⑧2月 6日(月) 台北市立中山高級中学来校。2学年の生徒と交流、大阪の文化

を紹介した。 

 

【D.各種コンクール等への参加】 

 ①6月 12日(日) K-POPスピーチコンテスト  

KCS(Korean Culture Studies)部 9 名参加し、奨励賞などを含み、全員

が表彰された。 

②6月 19日(日) 韓国語弁論大会 2名出場し、1名最優秀賞、1名奨励賞を受

賞した。  

③6 月 26 日(日) 大阪府在日外国人教育研究協議会主催「WaiWai トーク」（母

語による意見発表会）参加。場所：住吉高校視聴教室 参加者：３名うち２

名特別賞を受賞した。 

 ④7月 20日(水) 伝統芸能部 阿倍野神社夏まつりで伝統舞踊を披露した。 

⑤12月 18日(日) ｢楽しもう韓国語｣ 1組出場 奨励賞を受賞した。 

⑥12月 22日(木) 伝統芸能部、ユネスコスクール交流会で神楽を披露した。 

⑦12月 23日(金) ワンワールドフェスティバル KCSと CCSの生徒が参加  

伝統音楽と舞踊の披露(KCS と CCS) 

⑧12月 24日(土) 朝鮮奨学会「ウリ文化祭」KCS参加 

⑨1月 14日(土）留学生の日本語による体験発表会 

  長期体験留学生 3人が参加し、日本での体験や発見を日本語で発表した。 
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⑩1月 22日(日) インターナショナルフェスティバル 

  英語による暗誦・弁論部門に各 1名、 

第二外国語パフォーマンス部門に KCSが参加した。 

⑪1月 22日(日) 「WaiWaiトーク」3名参加、1名特別賞を受賞した。 

⑫2月 2日、9日(木)英語による校内ディベート大会 

充分な事前学習をするとともに、エネルギー問題について学び合った。 

 ⑬2月 11日(土) 「話してみよう韓国語」第 15回大阪大会 2組出場  

1組優秀賞を受賞した。 

 ⑭3月 25日(土）、26日(日）関西領事団主催 ユースシンポジウム 

    生徒 7人、卒業生 3人、教員 3人参加 

   「きげんよう働く」社会について、自分達の提案をプレゼンし、領事団の

方や、実業界の方たちと共に考えた。 

  

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

■ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

■ その他（ 夏季、冬季、春季等の長期休暇中  ） 

 


